予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　項：社会教育費　　目：芸術文化振興費
	事業名: 岐阜県高等学校総合文化祭開催費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　教育委員会　社会教育文化課　教育文化係　電話番号：058-272-8756
　　              E-mail：c17768@pref.gifu.lg.jp
　　　　　　
	事業費


　要求額：1,320千円（前年度予算額：1,320千円）
	要求内容


	１　要求の内容


９月から１２月にかけて行われる岐阜県高等学校総合文化祭（演劇、合唱等１７部門）の開催に係る経費の一部を負担しています。
【岐阜県高等学校総合文化祭】

　昭和５９年第８回全国高等学校総合文化祭岐阜大会の開催を契機に、それまで部会ごとに発表していたものを、「岐阜県高等学校総合文化祭」として総合・統一的に発表することになり、以後毎年１回開催している。
県内高校の文化部の生徒たちが、県内各地の文化施設を会場に１年間の文化活動の成果を総合的に発表している。平成24年度は「復興の聖火　～人々の心に灯す光～」をテーマに掲げ、8月より2月にかけて開催している。また、総合開会式も行い、各部会の発表をしている。参加生徒が相互に啓発し合うことにより、互いの 技量を高めさせ、日常の文化部活動に積極的に参加する意欲や態度を育成し、本県文化部活動の充実と振興が図られている。
【岐阜県高等学校文化連盟】

昭和54年に設立され、17の部会に県内高等学校の文化系部活動が加入している。全国高等学校総合文化祭への代表生徒の派遣、岐阜県高等学校総合文化祭の開催等を通して、県内文化系部活動の推進を図っている。平成24年度は県内10,736名の生徒が加盟している。

（17の専門部会）
演劇、合唱、吹奏楽、器楽、美術・工芸、書道、写真、マーチングバンド・バトントワリング、
吟詠剣詩舞、民俗芸能、囲碁、自然科学、将棋、放送、文芸、地域研究、
小倉百人一首かるた（平成24年度新規設立）

	２　所要経費


岐阜県高等学校文化連盟に負担金（1,320千円）を交付。
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,320
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,320

	要求額
	1,320
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,320

	２月1日時点
査定額
	1,320
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,320

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　岐阜県高等学校総合文化祭を通して、日頃の文化部活動の成果の発表の場とするとともに、高校生の交流の場として有意義な文化祭にします。また、一般の県民の皆様に高校生の文化部活動を知って頂く機会とします。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	参加生徒数

	（H  ）
	4,864
（H21）
	5,100
（H22）
	　　5457

（H23）
	5,500
（H24）
	99.2％


	作品出品数
	（H　）
	638
（H21）
	680
（H22）
	     682

（H23）
	700
（H24）
	97.4％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）岐阜県高等学校文化連盟に負担金（1,320千円）の交付を行った。
（２）10月14日（日）に可児市文化創造センターで総合開会式を開催したとともに、17部会の発表会、展示会が各地の文化施設で開催された。



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　総合開会式、各部会の発表等の高校生相互の交流を通して、高等学校における文化活動の振興を図り、将来の本県の文化の担い手を育成することに繋がっている。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　総合開会式では、600名近い高校生が集まり交流や発表会に参加している。また、各部会で工夫を凝らした発表会や展示会が開催されており、高等学校の文化部活動において、大変に意義のある事業である。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	年々、総合開会式及び各部会の発表会等への参加や、一般の県民の皆様の観覧が多くなっている。高校生の部活動の交流により、各校における部活動の活性化に役立っている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　各部会工夫を凝らし、多くの生徒が積極的に参加し有意義な機会になるような改善が、毎年行われている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　総合開会式は岐阜地区のみであったが、西濃地区、加茂地区でも開催するようになった。その他の地区での開催も検討する必要がある。

　広報等積極的に行っているが、より多くの県民の皆様に観覧して頂けるような方策を考察する必要がある。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　日々熱心に取り組んでいる高等学校の文化部活動の発表の場として、極めて重要な機会で必要不可欠なものであり、継続すべき事業である。



